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日本のビール王・髙橋龍太郎の生き様を今に伝える

文化交流ヴィラ高橋邸
　髙橋龍

りゅう

太
た

郎
ろう

は内子町出身の実業家で、日本のビール産業の発展
に大きな足跡を残しました。アサヒビール㈱やサッポロビール㈱
の前身である「大日本麦酒株式会社」の社長を務め、「日本のビー
ル王」と呼ばれた人物です。
　龍太郎の生家は遺族によって町へ寄贈され、郷土の偉人の功
績を伝えるために保存・活用されています。洋間にはドイツや
イギリスから持ち帰った陶器製ビールジョッキや、書家としても
知られた龍太郎の書など、当時の活躍がうかがえる貴重な資料を
展示。また館内には喫茶コーナーもあり、一日一組限定で宿泊も
可能です。小さな町から世界へ活躍の場を広げた龍太郎の生き方
は、今も内子町の誇りとして語り継がれています。

●電話番号　０８９３（４４）２３５４
●開館時間　午前９時～午後４時30分（火曜定休）
●入館料　無料

詳細は高橋邸の公式
ＳＮＳをご覧ください。

フェイスブック インスタグラム

1_高橋邸の外観。主屋と離れ
は、国の登録有形文化財に登
録されている　
2_「止談風月無用者可入」（風
流をたしなむ人なら、用事が
無くても気軽に屋敷にいら
っしゃい）という墨書の看板
が迎える　
3_ 龍太郎に関するさまざま
な資料を展示　
4_30 歳頃の龍太郎
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自治功労者として表彰（兵頭鬼北町長）

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
第
79
回
定
期
総
会

を
2
月
17
日（
火
）
午
後
4
時
25
分
か
ら
、

「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
」

で
、
県
下
9
町
の
町
長
の
出
席
を
得
て
開

第
79
回
定
期
総
会
を
開
催

令
和
8
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定

愛
媛
県
町
村
会
　

議
案
第
1
号
か
ら
議
案
第
4
号
ま
で
の
4

議
案
は
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　

以
上
で
議
事
を
終
了
し
、
最
後
に
坂
本

副
会
長
が
「
閉
会
の
こ
と
ば
」
を
述
べ
、盛

会
裏
に
閉
会
し
た
。

　

な
お
、
定
期
総
会
終
了
後
、
次
の
件
に
つ

い
て
、9
町
の
町
長
に
よ
り
協
議
を
行
っ
た
。

　

⑴　

各
団
体
役
員
就
任
状
況
に
つ
い
て

　

⑵　

町
長
国
内
視
察
に
つ
い
て

ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
全
国
町
村
会
長
表
彰
名
簿

�

　
　
　
　
　
　
　
（
本
県
関
係
／
敬
称
略
）

◎
自
治
功
労
者

◦
町
長
3
期
（
1
名
）

　
　
　
　
　
　

鬼
北
町
長　

兵
頭　

誠
亀

催
し
た
。

　

総
会
は
ま
ず
、
坂
本
副
会
長
（
松
野
町

長
）
が
「
開
会
の
こ
と
ば
」
を
述
べ
、
続

い
て
高
門
会
長
（
伊
方
町
長
）
か
ら
挨
拶

が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
、
棚
野
全
国
町
村
会
長
の
代
理

と
し
て
、
深
澤
全
国
町
村
会
財
政
部
長
が

祝
辞
を
代
読
し
た
。

　

続
い
て
、
全
国
町
村
会
長
か
ら
表
彰
さ

れ
た
1
名
の
自
治
功
労
者
の
方
に
対
し
て

表
彰
状
の
伝
達
・
贈
呈
を
行
っ
た
。

　

次
に
長
谷
川
淳
二
衆
議
院
議
員
を
は
じ

め
と
し
た
本
県
選
出
国
会
議
員
か
ら
の
祝

電
を
事
務
局
が
披
露
し
た
。

　

引
き
続
き
、議
事
に
入
り
、
ま
ず
、規
約

に
よ
り
高
門
会
長
が
議
長
席
に
着
き
、
議

事
録
署
名
人
に
田
中
松
前
町
長
、
小
野
植

内
子
町
長
を
指
名
し
、
次
の
と
お
り
議
事

を
進
行
し
た
。

⑴　

報
告
第
1
号　

令
和
7
年
会
務
報
告

　

議
長
は
、
内
容
を
報
告
し
、
全
員
異

議
な
く
了
承
し
た
。

⑵　

議
案
第
1
号　

令
和
8
年
度
本
会
事

業
計
画

⑶　

議
案
第
2
号　

令
和
8
年
度
本
会
会

費
の
分
賦
方
法

⑷　

議
案
第
3
号　

令
和
8
年
度
本
会
一

般
会
計
予
算

⑸　

議
案
第
4
号　

令
和
8
年
度
本
会
特

別
会
計
予
算

　

以
上
の
4
議
案
を
一
括
議
題
と
し
、事
務

局
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
後
、
議
長
は
、

議
案
第
1
号
か
ら
議
案
第
4
号
ま
で
の
4

議
案
に
つ
い
て
質
疑
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
、
採
決
を
諮
っ
た
結
果
、
異
議
も
な
く
、

あいさつをする高門会長
（伊方町長）

祝辞を代読する深澤部長
（全国町村会財政部長）

祝辞を述べる福羅愛媛県議会議長

開会のことばを述べる坂本副会長
（松野町長）

祝辞を述べる中村愛媛県知事

定
期
総
会
に
か
か
る

  

意
見
交
換
会
を
開
催

�

　
愛
媛
県
町
村
会･

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会

　

愛
媛
県
町
村
会
と
愛
媛
県
町
村
議
会
議

長
会
は
、
2
月
17
日（
火
）開
催
の
定
期
総

会
終
了
後
、
午
後
6
時
か
ら
「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
」
で
、
定
期

総
会
に
出
席
の
町
長
と
議
長
の
意
見
交
換

会
を
開
催
し
た
。

　

意
見
交
換
会
は
、
は
じ
め
に
高
門
会
長

が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
に
、
来
賓
の
中

村
愛
媛
県
知
事
、
福
羅
愛
媛
県
議
会
議
長

か
ら
懇
篤
な
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
、
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
方
以
外

の
来
賓
と
し
て
、
深
澤
全
国
町
村
会
財
政

部
長
、
飯
田
全
国
町
村
議
会
議
長
会
議
事

調
査
部
長
、
雲
峰
愛
媛
県
市
町
振
興
課
長

を
紹
介
し
た
後
に
、前
田
愛

媛
県
町
村
議
会
議
長
会
長

（
上
島
町
議
会
議
長
）
の
発

声
に
よ
り
町
長
と
議
長
の

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
、坂
本
副
会
長
が

閉
会
の
言
葉
を
述
べ
、定
期

総
会
の
全
行
事
を
終
了
し

た
。
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ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
表
彰
名
簿

�

　
　
　
　
　
　
　
（
本
県
関
係
／
敬
称
略
）

◎
優
良
議
会

　

越
智
郡
上
島
町
議
会

◎
自
治
功
労
者

　
　

町
村
議
会
議
員
と
し
て
議
会
の
運
営

及
び
地
域
の
振
興
発
展
に
特
に
顕
著
な

る
功
労
の
あ
っ
た
（
1
名
）

　
　
　

砥
部
町
議
会
議
員　

三
谷　

喜
好

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
第
77
回

定
期
総
会
を
2
月
17
日
（
火
）
午
後
2
時

20
分
か
ら
、「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

第
77
回
定
期
総
会
を
開
く

令
和
8
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
　

テ
ル
松
山
」
で
、
県
下
9
町
の
議
長
の
出

席
を
得
て
開
催
し
た
。

　

総
会
は
ま
ず
、
福
島
副
会
長
（
伊
方
町

議
会
議
長
）
が
「
開
会
の
こ
と
ば
」
を
述

べ
、
続
い
て
前
田
会
長
（
上
島
町
議
会
議

長
）
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
、
中
本
全
国
町
村
議
会
議
長
会

長
の
代
理
と
し
て
、
飯
田
全
国
町
村
議
会

議
長
会
議
事
調
査
部
長
が
祝
辞
を
代
読
し

た
。

　

続
い
て
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
か

ら
表
彰
さ
れ
た
上
島
町
議
会
並
び
に
1
名

の
自
治
功
労
者
の
方
々
に
対
し
て
表
彰
状

の
伝
達
・
贈
呈
を
行
っ
た
。

　

こ
こ
で
、
長
谷
川
淳
二
衆
議
院
議
員
を

は
じ
め
と
し
た
本
県
選
出
国
会
議
員
か
ら

の
祝
電
を
事
務
局
が
披
露
し
た
。

　

次
に
議
事
に
入
り
、
ま
ず
、
規
約
に
よ

り
前
田
会
長
が
議
長
席
に
着
い
て
、
次
の

と
お
り
議
事
を
進
行
し
た
。

⑴　

報
告
第
1
号　

会
務
報
告

⑵　

認
定
第
1
号　

令
和
6
年
度
本
会
議

員
共
済
事
業
特
別
会
計
決
算

⑶　

認
定
第
2
号　

令
和
6
年
度
本
会
一

般
会
計
決
算

⑷　

議
案
第
1
号　

令
和
8
年
度
本
会
会

務
運
営
方
針
及
び
事
業
計
画

⑸　

議
案
第
2
号　

令
和
8
年
度
本
会
会

費
の
分
賦
方
法

⑹　

議
案
第
3
号　

令
和
8
年
度
本
会
一

般
会
計
予
算

　

⑴
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
か
ら
説
明
し
、

一
同
了
承
し
た
。

　

⑵
～
⑹
の
議
題
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら

説
明
し
、
一
同
異
議
な
く
認
定
又
は
決
定

さ
れ
た
。

　

以
上
で
議
事
を
終
了
し
、
最
後
に
「
閉

会
の
こ
と
ば
」
を
福
島
副
会
長
が
述
べ
、

盛
会
裏
に
閉
会
し
た
。

　

な
お
、定
期
総
会
終
了
後
、次
の
件
に
つ

い
て
、
9
町
の
議
長
に
よ
り
協
議
を
行
っ

た
。

　

◦
議
長
視
察
研
修
に
つ
い
て

優良議会表彰（上島町議会 前田議長）自治功労者代理として受領（砥部町議会 東議長）

祝辞を代読する飯田部長
（全国町村議会議長会議事調査部長）

あいさつする前田会長
（上島町議会議長）

開会のことばを述べる福島副会長
（伊方町議会議長）
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全
国
町
村
議
会
議
長
会
は
、
令
和
8
年

2
月
6
日（
金
）に
第
77
回
定
期
総
会
及
び

都
道
府
県
会
長
会
を
「
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル

麹
町
」
に
て
開
催
し
、
本
県
か
ら
前
田
会

長
（
上
島
町
議
会
議
長
）、
事
務
局
長
及
び

事
務
局
職
員
が
出
席
し
た
。

　

表
彰
式
に
お
い
て
は
、「
自
治
功
労
者
表

彰
」
₃
₂
₄
名
、「
町
村
議
会
表
彰
」
21
議

会
並
び
に
「
町
村
議
会
広
報
表
彰
」
26
議

会
を
表
彰
し
た
。

　

総
会
後
は
、
引
き
続
き
記
念
講
演
に
移

り
、総
務
事
務
次
官
の
原
邦
彰
氏
よ
り
「
持

続
可
能
な
地
方
行
財
政
の
あ
り
方
」
と
題

し
、
講
演
が
行
わ
れ
た
。

第
77
回
定
期
総
会
・

　
　

都
道
府
県
会
長
会
を
開
催
　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
　

■
第
77
回
定
期
総
会

　

次
第
は
次
の
と
お
り

1　

会
長
あ
い
さ
つ

2　

表　

彰

3　

来
賓
祝
辞

4　

謝　

辞

5　

議
長
選
出

6　

議　

事

　

日
程
第
1　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

　

日
程
第
2　

議
案
第
1
号

　
　

若
者
・
女
性
の
議
会
参
画
を
推
進
す

る
た
め
の
環
境
整
備
を
求
め
る
決
議

■
都
道
府
県
会
長
会

　

日
程
第
1　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

　

日
程
第
2　

都
道
府
県
会
長
の
異
動

　

日
程
第
3　

報
告
第
1
号

　
　

第
69
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
に

係
る
要
請
活
動

　

日
程
第
4　

報
告
第
2
号

　
　

自
由
民
主
党　

予
算
・
税
制
等
に
関

す
る
政
策
懇
談
会

　

日
程
第
5　

報
告
第
3
号

　
　

国
と
地
方
の
協
議
の
場
（
令
和
7
年

度
第
2
回
・
第
3
回
）

　

日
程
第
6　

報
告
第
4
号

　
　

地
方
創
生
に
関
す
る
地
方
六
団
体
と

の
意
見
交
換
会

　

日
程
第
7　

報
告
第
5
号

　
　

第
34
次
地
方
制
度
調
査
会
第
1
回
総

会

　

日
程
第
8　

報
告
第
6
号

　
　

議
員
報
酬
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
の
概
要

　

日
程
第
9　

報
告
第
7
号

　
　
「
議
会
議
員
の
請
負
の
状
況
の
公
表

に
関
す
る
条
例
」
の
制
定
等
状
況
調

査
結
果
の
概
要

　

日
程
第
10　

報
告
第
8
号

　
　

産
前
産
後
の
欠
席
等
に
関
す
る
調
査

若者・女性の議会参画を推進するための
環境整備を求める決議

　近年、町村議会議員選挙においては、無投票当選
者の割合が増加し、一部の町村では定数割れも生じ
るなど、議員のなり手不足が深刻化している。
　このような状況に対応するため、全国の町村議会
においては、議会への多様な人材の参画を促す観点
から、主権者教育、議会改革、議会・議員活動の豊
富化に取り組んでいる。
　町村議会における若者・女性議員は増加傾向にあ
るものの、60歳以上の議員の占める割合は73.9％で
あり、また、女性の割合は14.0％となっている。
　地域の持続的な発展のためには、住民が安心して
生活できる地域社会を形成していくことが不可欠
であり、とりわけ若者・女性が安心して働き、暮ら
せることが重要である。このためには、町村の意思
決定機関である議会への更なる若者・女性の参画を
図ることが必要であり、議員のなり手不足解消の決
め手の一つになるとも指摘されている。
　こうしたことを踏まえ、各議会においては今後も
さらに議会改革や議会活動の広報等の取組を進め
ていくこととするが、若者・女性の議会参画の実現
は、町村議会の取組のみでは困難な課題である。
　若者・女性の議員のなり手不足の大きな要因と
して、議員の処遇が指摘されているところであり、
よって、国においては、議員報酬や厚生年金への加
入等の処遇改善に向けた取組を一層推進するよう、
強く求める。
　また、議会への女性の参画については、女性立候
補者を増やすための女性模擬議会開催等により女
性議員が誕生した団体をはじめ、各議会で女性議員
が活動しやすい環境づくりに取り組んでいるが、本
会が実施した女性町村議員現況調査（令和₇年₄
月１日現在）において、女性議員が直面している困
難や問題点として、「女性議員が少ないこと」「初当
選後、議会・行政に関する知識不足から生じる様々
な困難」等が存在している実態が浮き彫りとなっ
た。よって、国においては、政治分野における男女
共同参画を推進するための環境整備として、女性議
員ネットワークによる、都道府県や市町村の垣根を
越えた女性議員同士の支え合い体制を構築してい
くことを目指し、まずは全国各地の女性議員ネット
ワークの現状を把握し情報発信するとともに、その
活動を支援するよう、強く求める。
　以上、決議する。
　　令和₈年₂月₆日
� 全国町村議会議長会　
� 第 77 回 定 期 総 会　

結
果
の
概
要

　

日
程
第
11　

報
告
第
9
号

　
　

厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
会
議
員
の
加

入
を
求
め
る
決
議
に
係
る
要
請
活
動

　

日
程
第
12　

報
告
第
10
号

　
　

地
方
自
治
・
地
方
議
会
制
度
改
革
を

進
め
る
議
員
連
盟
ヒ
ア
リ
ン
グ

　

日
程
第
13　

報
告
第
11
号

　
　

学
習
指
導
要
領
に
「
学
校
と
議
会
が

連
携
し
た
主
権
者
教
育
の
推
進
」
に

つ
い
て
明
記
を
求
め
る
決
議
に
係
る

要
請
活
動

　

日
程
第
14　

報
告
第
12
号

　
　

物
価
高
・
官
公
需
の
価
格
転
嫁
へ
の

対
応

　

日
程
第
15　

報
告
第
13
号

　
　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
制
度
の

協
議
結
果

　

日
程
第
16　

議
案
第
1
号

　
　

令
和
8
年
度
議
長
会
事
業
計
画

　

日
程
第
17　

議
案
第
2
号

　
　

令
和
8
年
度
議
長
会
収
支
予
算
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愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合（
組
合
長
・

高
門
伊
方
町
長
）
は
、
2
月
27
日
（
金
）

10
時
25
分
か
ら
「
愛
媛
県
自
治
会
館
」
に

お
い
て
令
和
8
年
第
1
回
定
例
会
を
開
催

し
た
。

　

出
席
者
は
、
高
門
清
彦
組
合
長
と
、
管

家
西
予
市
長
・
小
野
植
内
子
町
長
・
兵
頭

鬼
北
町
長
・
一
色
西
条
市
議
会
議
長
・
前

田
上
島
町
議
会
議
長
の
各
議
員
お
よ
び
監

査
委
員
の
田
中
松
前
町
長
。

　

本
定
例
会
は
、
前
田
議
長
の
議
事
進
行

に
よ
り
、
会
議
録
署
名
議
員
に
小
野
植
議

員
及
び
兵
頭
議
員
の
両
名
を
指
名
し
、
本

定
例
会
の
会
期
を
1
日
限
り
と
決
定
。

　

議
事
に
入
り
、
次
の
各
議
案
に
つ
い
て

向
井
事
務
局
長
及
び
清
川
次
長
か
ら
説
明

が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
選
出
及
び
承
認
並

び
に
議
決
さ
れ
た
。

　

な
お
、
当
日
の
議
案
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
。

■
議
　
事

選
挙
第
1
号　

副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

　

西
条
市
議
会
議
長　

一
色　

輝
雄　

氏

　
（
任
期
令
和
8
年
2
月
27
日
～
組
合
議

会
議
員
の
任
期
満
了
ま
で
）

議
案
第
1
号　

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
）

議
案
第
2
号　

令
和
7
年
度
本
組
合
一
般

令
和
８
年
度
予
算
決
定

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
　

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
3
号　

令
和
7
年
度
本
組
合
退
職

手
当
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1

号
）
に
つ
い
て

議
案
第
4
号　

令
和
7
年
度
本
組
合
消
防

補
償
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1

号
）
に
つ
い
て

議
案
第
5
号　

令
和
7
年
度
本
組
合
交
通

災
害
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1

号
）
に
つ
い
て

議
案
第
6
号　

令
和
7
年
度
本
組
合
議
員

公
務
災
害
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）
に
つ
い
て

支
部
長
に
古
谷
砥
部
町
長

�

を
選
出

�
　
全
国
町
村
下
水
道
推
進
協
議
会

　 
愛
媛
県
支
部

　

全
国
町
村
下
水
道
推
進
協
議
会
愛
媛
県

支
部（
7
町
で
構
成
）は
、
2
月
2
日（
月
）

に
「
令
和
7
年
度
全
国
町
村
下
水
道
推
進

協
議
会
愛
媛
県
支
部
研
究
会
」
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ

会
議
に
て
開
催
し
た
。

議
案
第
7
号　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組

合
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
8
号　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組

合
交
通
災
害
見
舞
金
基
金
積
立
金
条
例

の
全
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
9
号　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組

合
退
職
手
当
負
担
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
10
号　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組

合
消
防
負
担
金
の
負
担
方
法
に
つ
い
て

議
案
第
11
号　

令
和
8
年
度
本
組
合
一
般

会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
12
号　

令
和
8
年
度
本
組
合
退
職

手
当
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
13
号　

令
和
8
年
度
本
組
合
消
防

補
償
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
14
号　

令
和
8
年
度
本
組
合
交
通

災
害
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
15
号　

令
和
8
年
度
本
組
合
議
員

公
務
災
害
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　
　

古
谷
支
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
砥
部
町
長
）

3　

来
賓
挨
拶　

三
宅
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
都
市
整
備
課
）

4　

講　

話

　
　
『
愛
媛
県
か
ら
の
情
報
提
供
に
つ
い

て
』

　
　

県
都
市
整
備
課
の
長
岡
係
長
か
ら
説

明
が
あ
っ
た
。

　
　

続
い
て
、
次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、

認
定
ま
た
は
決
定
し
た
。

5　

協
議
事
項

　

⑴　

令
和
7
年
事
業
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
6
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

令
和
8
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ

い
て
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⑷　

令
和
8
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

⑸　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　

本
協
議
会
規
約
第
6
条
の
規
定
に

よ
り
、
支
部
長
及
び
副
支
部
長
を
次

の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

・
支
部
長　
　

古
谷　

祟
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
砥
部
町
長
）

　
　

・
副
支
部
長　

田
中　

浩
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
（
松
前
町
長
）

　
　
　

任
期
は
、
令
和
8
年
6
月
9
日
か

ら
令
和
10
年
6
月
8
日
。

協
会
の
解
散
を
決
定

　�

愛
媛
県
水
道
協
会

　

愛
媛
県
水
道
協
会
（
10
市
8
町
1
一
部

事
務
組
合
で
構
成
）は
、2
月
13
日（
金
）に

「
令
和
7
年
度
水
道
事
業
推
進
等
研
究
会
」

を
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

坂
本
会
長
（
松
野
町
長
）

3　

報
告
事
項

　
　

事
業
報
告
に
つ
い
て

4　

協
議
事
項

　
　

続
い
て
、
次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、

認
定
ま
た
は
決
定
し
た
。

　

⑴　

令
和
6
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑵　

愛
媛
県
水
道
協
会
の
解
散
に
つ
い

て
令
和
７
年
度

定
期
総
会
・
市
町
職
員

　
　
　
　

研
修
会
を
開
催

�

愛
媛
県
人
権
協
会

　

愛
媛
県
人
権
協
会
は
、「
令
和
7
年
度
定

期
総
会
」「
令
和
7
年
度
市
町
職
員
研
修

会
」
を
2
月
9
日（
月
）愛
媛
県
農
業
共
済

組
合
で
開
催
し
た
。

【
定
期
総
会
】

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

管
家
会
長
（
西
予
市
長
）

3　

来
賓
祝
辞

　
　
　

愛
媛
県
県
民
環
境
部
長

�

（
代
理　

佐
伯
愛
媛
県
民
生
活
局
長
）

4　

協
議
事
項

　
　

次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、
す
べ
て

了
承
ま
た
は
決
定
し
た
。

　

⑴　

会
務
報
告

　

⑵　

令
和
6
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

令
和
8
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ

い
て

　

⑷　

令
和
8
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

【
市
町
職
員
研
修
会
】

　

出
席
者
は
、
県
内
市
町
の
管
理
職
員
ら

22
名
が
出
席
し
た
。

　

講
師
に
、
安
田
女
子
大
学
現
代
ビ
ジ
ネ

ス
学
部
教
授
の
山
本
克
司
氏
を
招
い
た
。

　

講
師
は
、
特
に
「
認
知
症
高
齢
者
の
人

権
・
権
利
擁
護
」
に
詳
し
く
、
法
務
省
関

係
の
「
高
齢
者
の
人
権
」
関
係
の
講
義
・

講
演
等
を
担
当
し
て
い
る
。

　

今
回
の
研
修
会
は
、「
高
齢
者
の
基
本
的

人
権
の
理
解
～
認
知
症
高
齢
者
の
人
権
・

権
利
擁
護
～
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
い
た

だ
い
た
。

定
期
総
会
を
開
催

�

　
愛
媛
県
過
疎
地
域
協
議
会

　

愛
媛
県
過
疎
地
域
協
議
会
は
、
2
月
26

日
（
木
）
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
え
ひ
め
で
「
令
和

7
年
度
定
期
総
会
」
を
会
員
市
町
等
か
ら

23
名
の
出
席
を
得
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

河
野
会
長

�

（
久
万
高
原
町
長
）　

3　

来
賓
祝
辞

　
　
　

愛
媛
県
知
事

�

（
代
理　

西
山
企
画
企
画　
　
　

 
�

振
興
部
政
策
企
画
局
長
）

　
　
　

愛
媛
県
議
会
議
長

�　
　
　
（
代
理　

永
易
総
務
企
画
委
員
会

�

副
委
員
長
）

4　

協
議
事
項

　
　

次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、
認
定
ま

た
は
決
定
し
た
。

　

⑴　

会
務
報
告

　

⑵　

令
和
6
年
度
決
算

河野会長
（久万高原町長）

講師　山本克司 氏
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２
月
の
会
と
催
し

▽
2
日
＝
令
和
7
年
度
全
国
町
村
下
水
道

推
進
協
議
会
愛
媛
県
支
部
研
究
会
（
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
）

▽
5
日
＝
令
和
7
年
度
愛
媛
県
再
犯
防
止

推
進
会
議
、
四
国
四
県
町
村
議
会
議
長

会
会
長
・
事
務
局
長
意
見
交
換
会

▽
6
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
第
77
回

定
期
総
会
・
記
念
講
演
、
全
国
町
村
議

会
議
長
会
都
道
府
県
会
長
会
、
町
村
議

会
議
員
共
済
会
代
議
員
会
、
全
国
町
村

議
会
議
員
互
助
会
代
議
員
会
、
全
国
市

町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
常
任
理

事
会
・
理
事
会
合
同
会
議
、
水
産
業
振

興
・
漁
村
活
性
化
推
進
セ
ミ
ナ
ー

▽
9
日
＝
愛
媛
県
人
権
協
会
令
和
7
年
度

定
期
総
会
、
愛
媛
県
人
権
協
会
令
和
7

年
度
市
町
職
員
研
修
会
、（
一
社
）内
外

情
勢
調
査
会
松
山
支
部
2
月
懇
談
会

▽
12
日
＝
全
国
簡
易
水
道
協
議
会
令
和
7

年
度
第
2
回
事
務
局
長
会
議

▽
13
日
＝
愛
媛
県
水
道
協
会
事
業
推
進
等

研
究
会

▽
16
日
＝
愛
媛
県
防
災
会
議

▽
17
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
第
77

回
定
期
総
会
、
愛
媛
県
町
村
会
第
79
回

定
期
総
会

▽
18
日
＝
愛
媛
県
清
掃
事
業
協
会
令
和
7

年
度
「
生
活
環
境
改
善
事
業
功
労
者
会

長
表
彰
」

▽
19
日
＝
令
和
7
年
度
町
村
議
会
広
報
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
愛
媛
県
献
血
推
進
計
画
策

定
検
討
委
員
会

▽
20
日
＝（
公
財
）日
本
人
事
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
人
事
試
験
に
関
す
る
講
習
会

（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

▽
24
日
＝
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
行
政

委
員
会
現
地
開
催

▽
26
日
＝
愛
媛
県
過
疎
地
域
協
議
会
定
期

総
会

▽
27
日
＝
令
和
8
年
度
第
1
回
愛
媛
県
市

町
総
合
事
務
組
合
議
会
定
例
会
、
交
通

安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
愛
媛
県
本
部

運
営
会
議

　

⑶　

令
和
7
年
度
補
正
予
算（
第
1
号
）

　

⑷　

令
和
8
年
度
事
業
計
画

　

⑸　

令
和
8
年
度
市
町
負
担
金
の
分
賦

方
法
に
つ
い
て

　

⑹　

令
和
8
年
度
予
算

　

⑺　

決　

議
（
案
）

 

生
活
環
境
改
善
事
業
功
労
者

　

�
を
表
彰

�

　
愛
媛
県
清
掃
事
業
協
会

　

愛
媛
県
清
掃
事
業
協
会
（
20
市
町
6
一

部
事
務
組
合
で
構
成
）
は
、
2
月
18
日

（
水
）
に
「
令
和
7
年
度
生
活
環
境
改
善
事

業
功
労
者
会
長
表
彰
」
を
愛
媛
県
自
治
会

館
2
階
会
議
室
で
執
り
行
っ
た
。

　

令
和
7
年
度
は
事
業
推
進
等
研
究
会
を

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
開
催
す
る
こ
と
か
ら
、

事
業
推
進
等
研
究
会
と
は
別
日
に
、
上
村

会
長
よ
り
受
賞
者
に
対
し
て
、
表
彰
を

行
っ
た
。

　

本
年
度
の
表
彰
者
は
1
名
で
、
次
の
者

が
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
た
。

　
　

西
予
市
役
所

　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　

栄
一　

氏　

　　
　

滅
亡
ま
で
85
秒

　

一
年
を
通
じ
一
番
寒
い
時
季
の
列
島
は
、

1
月
下
旬
の
最
強
・
最
長
寒
波
を
引
き
継

い
だ
2
月
上
旬
の
大
寒
と
下
旬
は
一
変
し

た
暖
か
い
日
々
と
な
っ
た
。
た
だ
4
日
の

「
立
春
」（
二
十
四
節
気
）に
つ
か
の
間
の
春

の
香
り
が
し
た
も
の
の
、
今
冬
の
記
録
的

な
大
雪
に
降
雪
地
帯
の
人
々
は
う
ん
ざ
り

で
あ
っ
た
。
毎
日
の
雪
掻
き
に
お
疲
れ
様

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
白
雪
を
被
っ

た
松
の
木
枝
に
は
、
日
本
の
冬
の
風
情
が

あ
る
が
、
死
者
が
出
る
よ
う
な
大
雪
は
御

免
で
あ
る
。

　

此
処
の
と
こ
ろ
凍
て
つ
く
北
半
球
の
厳

し
い
寒
さ
も
、夏
季
の
酷
暑
と
と
も
に
自
然

現
象
が
表
現
す
る「
気
候
変
動
」の
正
体
そ

の
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、気
候
変
動
対

策
で
人
間
が
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
の

認
知
度
が
極
め
て
低
く
、危
機
意
識
の
な
い

リ
ー
ダ
ー
や
人
々
は
、同
じ
地
球
丸
の
乗
船

者
で
も
あ
る
。
今
後
も
北
極
・
南
極
の
氷
が

溶
け
続
け
、
海
面
は
上
昇
。
さ
ら
に
自
然

は
過
去
の
記
録
に
な
い
よ
う
な
様
々
な
現

象
を
起
こ
す
で
あ
ろ
う
。現
列
島
も
こ
の
冬

は
、
か
つ
て
な
い
記
録
的
な
超
少
雨
、
こ
れ

も
気
候
変
動
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
自
然

任
せ
の
「
水
不
足
」
が
気
に
か
か
る
。

　
『
夜
が
明
け
ぬ
日
は
な
い
…
』
と
言
わ

れ
よ
う
と
も
人
類
滅
亡
の
「
世
界
終
末
時

計
」
は
、「
核
兵
器
の
危
機
」
と
合
わ
せ
た

「
気
候
変
動
の
危
機
」
に
よ
り
、
昨
年
よ
り

一

筆

5
秒
進
み
、
残
り
時
間
は
85
秒
と
時
計
創

設
以
来
最
短
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
パ
ロ

デ
ィ
ー
の
世
界
で
終
わ
り
た
い
も
の
で
あ

る
が
、
何
れ
も
全
て
の
人
が
現
状
を
真
摯

に
受
け
止
め
意
識
し
な
け
れ
ば
、
ま
さ
に

後
の
祭
に
な
る
か
も
…
。

　

さ
て
今
日
、
個
人
、し
か
も
理
性
な
き
人

間
の「
性さ

が

」
に
住
み
込
ん
だ
独
り
よ
が
り
の

思
考
に
世
界
の
秩
序
は
、大
方
の
人
々
が
振

り
廻
さ
れ
て
い
る
気
が
す
る
。細
々
し
た
事

は
、そ
れ
な
り
の
範
囲
で
治
ま
る
で
あ
ろ
う

が
、
社
会
の
分
断
が
進
め
ば
、
争
い
事
は
増

し
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。数
人
の
リ
ー
ダ
ー

と
目
さ
れ
る
者
の
自
我
行
動
、フ
ァ
ー
ス
ト

主
義
が
、
社
会
秩
序
破
壊
に
繋
が
る
恐
れ

が
多
分
に
あ
る
。

　

兎
に
角
、「
日
々
の
飲
み
水
・
食
料
」
に

事
欠
く
人
々
、「
戦
火
に
怯
え
」「
自
由
の

束
縛
」な
ど
戦
々
恐
々
と
し
た
日
常
に
晒
さ

れ
た
多
く
の
人
々
が
、
た
っ
た
一
握
り
の
人

で
左
右
さ
れ
る
社
会
は
、
誰
し
も
喜
ば
な

い
。昔
の
植
民
地
時
代
と
看
板
が
替
わ
っ
た

の
み
の
社
会
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

わ
が
国
は
幸
い
、
海
外
の
貧
困
や
戦
火

に
あ
え
ぐ
地
域
、
自
由
な
し
の
国
等
々
を

横
目
に
、
今
は
国
内
も
変
質
し
た
事
件
が

多
発
化
し
て
い
る
が
、一
応
の
社
会
秩
序
は

護
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、弱
肉
強
食
的
様

相
を
呈
し
つ
つ
あ
る
国
際
秩
序
の
現
下
に

あ
っ
て
は
、
物
的
資
源
ゼ
ロ
界
の
経
済
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
Ａ
Ｉ
の
進
化
、
食
料
安

保
、フ
ェ
イ
ク
情
報
が
駆
け
巡
る
社
会
等
々

へ
の
対
処
、何
秒
で
あ
ろ
う
と
も
後
塵
を
拝

し
な
い
3
6
0
度
の
備
え
が
求
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
我
が
列
島
を
取
り
巻
く
「
軍
事
圧

力
」
に
対
す
る
「
独
自
の
抑
止
力
強
化
」
も

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
2
月
7
日
は
、「
北

方
領
土
の
日
」
で
あ
っ
た
。�　
　
　
（
Ｔ
）
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